
ロシア所蔵 ウイグル語断片の研究

1.「 増 一 阿含 経」

庄垣内 正弘

0.ウ イ グル 語訳 として遺 って いる 「阿含 経」は,そ の ほ とん どが漢訳 か ら抜粋 重

訳 された断 片で ある.そ れ らは,日 本 をは じめ,ド イ ツ,フ ランス,ス ウェーデ ン,

中国,ロ シアの各機 関 に保 管 され てお り,す でに ロシア の もの を除 けば大概 のテ キ

ス トエ デ ィシ ョン は提 出 され てい る(i>.ロ シ ア所蔵 の 『阿含 経 」 は ロシア科 学 ア

カデ ミー東方 学研究 所サ ン ク トペテル ブル グ支所 に保管 され てお り,そ の うちの3

葉4面 について はすで に筆 者 の手 で出版 された.そ の3葉 は 「雑 阿含 経」2葉 と 「長

阿含 経」 の1葉 であ る.そ の後 さ らに13葉 の 「阿含経 」 断片が 同支所 に存在す る

(1)ウ イ グ ル 文 「阿 含 経 」 に 関す る研 究 と して は 参 照 文 献 中 の庄 垣 内(Sh6gaito)1980,1981.1982,1985,1998,

Kudaza/Zieme氏 の1983,1990,1995,百 済氏 の1986,張 鉄 山氏 の1996,1997が あ る.こ の うち,「 増 一 阿含 経 」 を含

む もの は庄 垣 内(1982),百 済(1986),Kudaza/Zieme(1995)で あ る.な お,『 北京 大学 蔵 敦煌 文 献』(i995年 上 海 古

籍 出版社)に 掲 げ られ た ウイ グル 語 文 献写 真 中 の325ペ ー ジの北 大 附C61は ウイ グル 文 中 に 「中阿含 第 四 十

四巻 」 と書 か れ て い るの で キ ャプ シ ョン にあ る ご とくそ れ が 「中阿含 経 」 に所属 す る こ とが わ か る.324ペ ー

ジ の北 大C57の 表裏 はキ ャ プ シ ョ ンに 「仏 教(回 鶻 文)」 とのみ記 され て い るが,こ れ も 「阿含 経 」 に所 属 す

る.す な わ ち 「雑 阿 含 経 」巻 第 二 十 四 に属 し,大 正大 蔵 経 の第2巻pp.170b-171cの 間 に そ の 内容 が含 まれ る.

つ いで な が ら,同 書 の301ペ ー ジに 掲 げ られ て い る ウイ グル 語文 献,北 大附T3に は 「観 音経 相 応 比喩 譚 」 の

キ ャプ シ ョンが あ る.し か し,ウ イ グル 文 中 に挿 入 され て い る漢 字 か らは これ が 『金 光 明 最 勝 王経 』 巻第 一,

大正 大蔵 経 の第16巻p.405cの 頌 「凡 夫 起邪 見 不 信我 所 説 為成 就 彼 故 示現 般 涅槃1に 対 応 して い るこ と

が解 る。キ ャプ シ ョン の訂 正 が必 要 で あ る.

 *ロ シア 所 蔵 ウイ グル語 文献 の研 究 と写真 の掲 載 とを許 可 して くだ さ っ た ロシ ア科 学 ア カデ ミー東 方 学研 究

所 サ ンク トペ テル ブル グ支所 に対 して,こ こに感 謝 の意 を表 して お き た い.
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ことを確認 できた.そ の 内訳 は 「増 一阿含 経」9葉,「 雑 阿含経」3葉,「 長 阿含 経」1

葉 で,い ずれ も漢文仏 典 の裏面 に書かれた もので ある.こ こで はその 内の 「増一阿

含 経」9葉 について 論 じてみたい く2).

 ウイ グル語研 究 にお け る 「阿含経 」の役割 は小 さくない 。 ウイ グル 文献 の大半 を

占める仏教 文 献に おい て重要な仕 事のひ とつ は仏 教術 語 の決 定で あ る.「 阿含 経」

は ウイ グル仏教 の成熟 期 とい える元朝 時代 に翻 訳 され た.抜 粋句 ・文 を繋 ぎ合わせ

た構 成 を とってい るが,各 抜粋 の初頭 には漢字 が冠 されてお り漢文 との対照 を前提

として作 られ てい る.し たがって,ウ イ グル語 語彙 と漢語語 彙 との明確 な対応 を比

較 的簡単 に行 うこ とがで きる.こ の ことか ら,こ れ まで の 「阿含経」研 究 は ウイ グ

ル 仏教術 語 の決 定 に大 きな役割 を果 た して きた.以 下 に扱 う 「増一 阿含 経」 テキス

トにお いて も漢語 との対照語彙 の抽 出が主要な 目的 となる.

1.裏 面漢文 に よる断片 問の関係 の再構

 ウイ グル文 は漢文 か らの抜粋翻訳 で あるの で,各 断片が も とも とどうい う位 置関

係 に あった のか を ウイ グル文面 か ら判 断す るのは容易 で はない.し か し,こ こで扱

う 「増 一阿含経 」 は都 合 の好い こ とに裏 面の漢文 の内容 が9葉 共 に同一 の漢文 仏典

『大般涅 槃経』(「大正 大蔵経 」Vol.12 No.374 pp.584a―585a)に 所属 し,い ずれ もそ

の第37巻 中の連続 す る箇所 に該 当す る.こ れ ら9断 片 はサ ンク トペ テルブル グ支

所 では個 別 の文献番 号 を与え られ,そ れぞれ独 立 した文献 として扱 われ てい るが,

実は 同―文献 の切 断 され た集合 と考 えるこ とがで きる.い ま裏面漢文 の内容 を頼 り

に断片 問 の関係 を 図示 してみれ ば次頁 に掲 げた 図の よ うにな る.

(2)ロ シ ア所 蔵 の 「増 ― 阿含 経 」9断 片 の サ イズ は以 下 の とお りで あ る=

SI Kr.1/172

SI Kr.1/173

SI Kr.1/174

SI Kr.1/175

SI Kr.1/178

横   縦

25.OcmX14.Ocm

33.O X 27.0

7.5×7.0

6.8×5.0

6.OX 13.0

SI Kr.1/186

SI Kr.1/187

SI Kr 1/188

SI Kr 1/189

横   縦

20―5cm× 15.Oc皿

37.5 × 12.0

9.5×9.8

8.8 × 11.5
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 こ の 図 か ら,Kr.1/186の ― 部 で あ る(a)は 本 来Kr―1/175に 結 合 され るべ き も の で あ

り,Kr.1/186の 一 部 と して 糊 付 け修 復 され た の が 誤 りで あ る こ とが わか る.同 様 に

(b)も 漢 文 の 内 容 か らは(a)の 下 部 に位 置 す る もの で,Kd/173の ― 部 と して 修 復 さ

れ る べ き で は な か っ た.こ れ らの誤 りは,修 復 当 時 の状 況 に お い て は仕 方 の な い こ

とで あ っ た.

 この漢 文 を頼 りに再構 した 断片問の結合関係 はそ のま ま表 面 の ウイ グル語 に適 用

でき る.ウ イ グル文 は漢文 とは逆 に行を逐 って書 かれ るので,こ れ を裏返せ ば ウイ

グル文 は左 か ら右 に書かれて いる ことにな る.以 下 では ウイ グル文 を図上 に記 した

ABCDの4つ の断片 グループ に分 けて考察 した い.

2.転 写テ キス トと訳 注

 以 下で はまずテ キス トの文字転 写を掲 げ,次 い でテ キス トのいわ ゆるr音 素転写」

と日本語訳,対 応漢 文,お よび注釈 を掲 げたい.テ キス トに現れ た ウイ グル語 ある

い は文 中の漢 字漢語 に対応す る漢語 を漢 文 「増一 阿含経 」 中に太 字 で示 した.

文 字転 写 と音素転 写 において{}で 括 った ものは行 間に表記 され た部分 で ある.

音 素転 写 において[ ]で 括 った ものは推定再構 形式 で ある.

音 素転 写 において()で 括 った ものは脱落文字 を補 った部分 で あ る.

テ キ ス トA

文 字 転 写

SKr.1/186

1)kovys― 砂n皿'k有 所 ○t'kkwlwk k't'kk'1/////身 量y///

2)謙 苦 之 ○'yrynty lyk'mk―k lyk twyrw l'r t':pw ywry///

3)mys:kwyny twyz twym'q yq pwtwmlys l'r被 身 方 當

4)t'kynk'ly tovys yn設 我 不O pyrrvk mn pwytwﾘ量dym'rs///

5)nynk.wq耳ynt1 pwytwrkly'rlym kwyny twyz twym'q y"此 則

6)人 根 ○ ○ylnkwq l'r nynk'rklyk 1―ry q―cyq l'ry///1'r///

7)pyr1, p"kwr糞 除 ○O qyq y1m,―lyqsyz///pl//

8)tylwr人 性 根ylnkwq l'r nynk twyz l'ry'rklyk 1'ly

9)yn pwyld―cy"tyril―d'cy kysy 1'r無 有 ○ ○ywq

10)"yyq'wykly l'r pyrl':pylyksyz l'r pyrl'ym'py///

11)1'rpyr pylk'1'r'yncyp q'tylqwlwq q'vysgwlw///

12)―lyyq y:ゾqyn y,qwq plrslr暫,yyq y,vyz kysy///

13)"yyq tylt撃q ql:,.yyq"dyxtylwr yyrtyncw t'///
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14)〃//改 往t'ksw町)―wynk孟y晦z l'r ny///

15)/////wql'n l'ry又///

16)/〃t'皆 自 ○/〃

17)/%/相 從'wqs'///

18)///沙kwynv'yl///

i9>///t'y'ﾘys'rty///

20)///t'rtydylyp"nyn///

21)///"9Yg Yg tYP:///

22)///無 處///

翻訳 と注

 グ ル ー プAはSI Kr、1/186の み で構 成 され,「 大 正 大 蔵 経J第 二 巻 のpp―795a-796b

に 収 ま る 内容 を も っ て い る.

1)k�舩inm臾有 所 ○t臠g�1�-k舩臠g�1[i]///[轉]身舸[ir�t―6zin]///

和訳:「 守 る こと …  至 る所 に至 り(得 る)…  [身 を]轉[じ て]」

漢文:所 謂 阿練 若乞食 ―處坐― 時食 正 中食不擇家食 守三衣坐 樹下 …  是 謂比 丘

有人成就 此十 ―法便能 有所至我今復重 告汝若有人 十一年 中學 此法 即於現 身成 阿那

含轉 身便成 阿羅漢 …  (p.795x1.26-b1.3)

t臠・g�1�の一g�1�は漢 文 「所至」 の 「所」 に対応 す る:cf庄 垣 内(i985)p.29.

2)謙 苦 之Oerin艾麝ig l洫gak-lig t���1疵-t�:bu yori[x]///3)[a紀ulayu k詛]mis:k�i t肛z

tuymaq-iV b��is-1舐被 身 方 當[ken舩―6zl temin 6k bol...]4)t臠ing舁i Ui蓉―in設 我 不 ○

bk6g mn b�臈洫 缸s[ar k�i田z tuymaq-iV ka駈pl 5)―ning u∀r洫ta b��g艙  ,, k6n童t髄z

tuymaq一 淘 此 則[bu�rii]

 「嫌 惡 も て る,苦 も て る 法 に お い て(行 ず る な ら),此 の 行 は ・ ・如 來,正 等 覺

を成 した も の ら ・ ・[後 にそ の身 は 方 に]報 を受 け る[べ し.]・ ・設 し我 れ が[正

等 覺 を]成 じな か った な ら,[迦 葉]に 由 って 正等 覺 を 成 ず る で あ ろ う.[此 則 ち]」

設 有 人 行 謙 苦 之 法 此 法 此 行 難 及 所 以然 者 迦 葉 比 丘 成 就 十 一 法 當 知 過 去 多薩 阿 竭 成

等 正 覺 亦 成 就 此 十 一 苦 法 今 迦 葉 比 丘皆 愍 念 一 切 衆 生 若 供 養 過 去 諸 聲 聞 後 身 方 當 乃

得 受 報 設 供 養 伽 葉 者 現 身 便 受 其 報 設 我 不 成 無 上 等 正 覺 後 當 由迦 葉 成 等 正 覺 ・ ・其

能 如 迦i葉 比 丘 者 此 則 上 行 …  (p.759b11.9-17)

e血hは 「嫌 惡 」 「欠 陥 」 の意 味 で使 用 され る例 が あ る:cf Erdal(1991)1p.339.し

か し,こ こで 「謙 苦 之 法 」 とい うの は 「苦 を嫌 う法 」 の こ とで あ り,「 嫌 惡 も て

る,苦 も て る 法 」 とい うの は誤 訳 で あ る.yorisar「 行 ず るな ら」 がerin艾麝igに 先

行 して い た と考 え られ る.an醐ayu圃miヨ 「如來 」=「 多薩 阿 竭 」(tat垣gata) k�i

撮ztuymaq r正 等 覺 」=「 等 正 覺 」(samyak-sambodhi)「 正 しい 覺 り」.ウ イ グル 文 中

一97一



 の 「被 」 は 「後 」 の 誤 写.

6)人 根 ○ ○yhlguq・lar-n�g臘klig―1舐i q記i》-lar�///-1'r///7)birl臙irikiir糞 除 ○O q� yam

磁 ∀slz[ごal]pa[ng birl臂///8)tel舐人 性 根yhguq・lar一 血lg t6z―1舐i疵klig-1舐i

 「人 間 の 根,…  と 共 に 并 わ る …  糞 が 屎 溺 と …  と い わ れ る.人 間 の 性

根 」

人根 情 性 各 各 相 似 善 者 與 善 共 并 惡 者 與 惡 共 并 猶 如 乳 與 乳 相 應 酥 與 酥 相 應 糞 除 屎 溺

各 自相 應 此 亦 如 是 衆 生 根 源 所 行 法 則 各 自相 應 …  (p.795b1.27-c1.2)

缸klig q記i》=「 根 」;cf na嶺usar yma鵡al1 y町alf t丗∀lamfng k6ng衄Ug xual曲1

疵kligl灑i qa醜1磁bi蓉mi蓉lar arsar in6ip蠧nu悔o窮 ㎜1r qudV arur「 如 何 に衆 生 の 心 華 を開

敷 で き て も,そ の 根 が 熟 した な ら,而 して先 に そ れ を解 脱 させ る。」 Tattv縒th紵

pp.100-10111.1241―1243.ウ イ グ ル 文 中 と漢 文 の 「除 」は 宋 元 明 本 で は 「與 」.ごalpang

cf. Tezcan(1974)p.41 Z.302.漢 文 の 「衆 生 根 源 」 に 対 して ウイ グ ル 文 で は 「人 性 根 」

とあ る.た だ し漢 文 の 「源 」 は宋 本 に は無 い.

9)-in b61da6i a(hrtladaごf kil i―1舐

 「[義 理]を 分 別 す る 人 々.」

 此 諸 上 士 皆 是 分 別 義 理 之 人 …  (p.795。11.16-17)…

 ―inの 前,す な わ ち8行 目 の 末 に はy�iig「 義 理 」 が あ っ た と 推 定 で き る.

9)無 有00yoq[ﾘg�1� y�d�i]///10)ay� 6gli―1舐 birl�:biligsiz-1蚌 birl蒭臙i[rg舐�///

[臈g� 6gl孟] 11)-lar birl� bilg艾�1疵 血～;ip qatil∀uluq qav送 冒u蓋u[q ol]/// [yoq arsar yma]12)

ayiY_�. yaq� ya冒u(l barsar ay鞠yav� kisi[-1舐k臂 〃/13)ayiY riltay―qa ay�ﾘ1 yad�w yert短 ～ln―t�

///

 「[善 本 は]無 い.・ ・惡 い知 識 と無 智 とを共 に ・ ・[善 い 知 識]と 而 して 交 通 す[べ

し]・ ・惡 が[無 くて も]惡 人[に]近 付 け ば ・ ・惡 因 ・ ・惡 名 が 世 間 に廣 が る」

佛 告 之 日 此 諸 人 爲 惡 之 首 無 有 善 本 爾 時 世 尊 便 説 斯 頌 莫 與 惡 知 識 與 愚 共 從 事

當 與 善 知 識 智 者 而 交 通 若 人 本 无 惡 親 近 於 惡 人 後 必 成 惡 因 惡 名 遍 天 下 ・ ・

・ (p .796x11.2-7)

「善 本 」ﾘ「 善 根 」=ﾘg�1�y�d��:cf. Tattv縒th紵I p.227b.

14)〃Z//改 往t臠s���gr臾ingiz-1舐-ni/〃

 「以 前 の も の を 改 め て 」

 改 徃 修 來 勿 復 更 犯 …  (p.796a11.12-13)

15)/////oylan-lar��///

 「男 子 ら 」

所 以 族 姓 子 剃 除 髭 髮 出 家 學 道 者 …  (p.796x1.15)

「族 姓 子 」ﾘ「 立 派 な 男 子J.「 又 」 以 下 に は 訂 正 文 が 入 っ て い た と考 え られ る.
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16)///・t'皆 自 ○///17)///相 從oxsa[S�]///

 「 …  相 從 っ て 」

 比 丘 當 知 衆 生 根 源 皆 自相 類 惠 者 與 惡 相 從 …  (p.796x11.16―17)

18)///[拘 留]沙k�o el///

 「拘 留 國 」

聞 如 是 一 時 佛 在 拘 留 沙 法 行 城 中 …  (p.796x1.23)

k�o<< Skt.kuru (国 名)

19)///tayaﾘ�舐ti///

 「依 っ た 」

 爾 時 象 舍 利 弗 憑 兩 女 人 肩 上 …  (p.796a11.26-27)

20)〃 ノtart��1� anin///21)///aqf》 噂i》tep.///

 「牽 か さ れ て,そ れ 故 …  有 漏 を,と 」

然 此 象 舍 利 弗 宿 行 所 牽 故 致 此 耳 今 行 具 滿 當 盡 有 漏 …  (p―796b11.13-14)

tart��1�≪tart"to pull"一�(caus.)一�1(passive)一�(converb).

22)〃/無 處/〃

 此 諸釋 種 子 無處 不 有 无 無 處 不 遍(p.77VﾚC.LC)

テキ ス トB

文字 転写

SI Kr.1/172

SI Kr』/178 (斜 体 字 番 号)

SI Kr.1/188 (網 掛 け 番 号)

SI Kr.1/189 (下 線 番 号)

1ル///tytyp kr―z,///

2ル負 ○  ,lty/〃

1)〃'ync'y㎞ySy舗mysy t〃 有 惡 ○ ○ 〃/3ル 〃q"d qytmys y/Z/生 〃q y ywqy

2)/〃kmWyn'm'k t―無 眼 三文ICW�SSWZ OOI S�Z'―lt〃/4ルsyz yn°wyklytdynk kwnkwlwk gllyq yw厂yq

3)///dyﾘys t':kntw'wyz wnk yylm'gynk'wyz'"sy S) qsyz s'v l'ryq:'wyr kyc t'kynk'y sn

4)///t'qy―mk'kyk typ頗 由 本 ○ricwk'wl'wyulcr'k 6ルytylt'q'wqrynt'm"yncypxswq l'r

5)cgspt yq typ有 若 住p'r"nt'qﾘ'pwsqwt 7ル///t'tw㎜ys kysy l'r先 已

6)twn'rwr'ryp'rq� pwlw twyk'dmys遊 於 世 ○ ○U//

7)///q't'ky'wz m'z l'r gwtrwﾘ'z l'r:pwﾘ's'r'wycmys///

8)//n―ﾘ'kt'k'z'ﾘ'q:"p'mw lwq q't―kwrd臻'cy'wzm'q q///w㎞'q'lmlz///

9)///'wykr'tynwr pys twyrlwk kovys'ncyk l'r t.:―wlwnk swz靉'wwtゾ1yn。m'z:yyltyz syz///

10)///cynkwk qwncwy l'r n///k pwﾘ'z twqwﾘ'(蟹:量rq'nt l'r t矯 簗///㎜'z"9Y4 Yq h'P我 等 ○///

 ..



ll)///'tyrtl's.r pyz Sry'tlpwdly nynk qソw swyz l'mys yn yy飜 〃tyncw t. pw㎞'z。mys:終 不///

12)〃S》P'y・1'syp'rqnt―'・q'pwlw・m豊z觀 錢/'/./道kwyrwr py・t'・・"s'q nwmlwq///

13)q'lty qwrwq pwrncyq kwyrmys t'k'yncyp pwlqwlw///轄 曹rwr今 察 ○ ○'mty°tyrtU/./

14)///qy rlyq:q'lty myr lyq pwrn"c swycyksyz t1ty///靉///mys t'k不 解 彼 ○ ○///

15)///mwny nyek'wynw・lwky血vcrykrtynes・1'・tr・ 蕪 〃/wq l'・nyek'w・'皿'q'dr1〃

16)///枷 ・YP PWI4'm―q・pylk酢1'・k'ywryqwlwq'ﾘ曾Z ty///鱗///○ ○'ycyp n'nk qyVZ/

17)///w'wq'wm'dy tytrw kwyrk'ly夫 論 ○ ○ﾘ'SW�//藤 織 〃/sync'署wnk量rw sy///

i8)///・wy・1'kwlwk以 成 阿 ○O pwytﾘ7ry'wyz'rq'nレ//i鰹 〃駈ky'w1'lqwcy"///

19)〃pw㎞'qy'wyz'及 象 四 文yytk重y〃 爆 叢 更 樂///

20)//!ynln.k s'qync,wyk pwy納 皿'k s'qy皿m〃/

21)///q'rwr等 具 ○O twyz w twyk'1'wyk///

22)/Z/yhwq yq■1qw.wnvn 1,ryq彼 々 衆///

23)///m'ks'c ywrwulc'ﾘ'k kwycy kwyswny///

24)///kwynynk'gwnulwp:yn 'wynkr'ky p///

25)///'t'wyz l'ry nyek yyn l'ry nyek'ys///

26)///深 ○ ○ t―rink t, t11ylU(,rwr///

27)/Z/m1―z sn須 炎tTc―nky〃

28)///t'rink t't'rinlc'ﾘ'z///

29)///ync,yky ykl皿y'wq 1)ws 1//yq lwyld///

2}///kw1'k'ly y'tq'ly'wqwlwq―ml'z施 羅s'1///

3)/7/fyrdy l'r nyrak dynyr y翅O SIy―cy///

4) ー///q艦nql糸 合 與 ○ ○ pyrwr―rty///

5)///rtwynkwr pwyswk twtwsm'q l'r///

6)///r'ml'z 1ykwoy'.t p'q生 處///

7)///k"ysy n'kw'wl nwmy nynk"ryq sw///

8)///pr。m―n l―r'vynt'從 何 姓'yyyn///

9)///pwﾘys'wl pwlg'ly pw'wgwl///

翻訳 と注

 グ ル ー プBは 「大 正 大 蔵 経 」 第 二 巻 のpp.796b―798bに 収 ま る 内容 を も っ て い る.

断 片 ご と に は 次 の 部 分 に 当た る:

SI Kr.1/172 pp.796b-798a.

SI Kr.1/178  p.796bc.

SI Kr.1/188 pp.796c-797b.

SI Kr.1/189 p.798ab.
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1)//咜etip k禳a2-a///

 『法 服 を 捨 て て1

 昔 日 自稱 言 是 阿 羅 漢 中還 捨 法 服 習 白衣 行 …  (p.796b11.23-24)

2ル負 ○at y[�]〃/1)///in蕊ya㎞ 慰t皿rm諭t[亀]有 惡 ○ ○///3ル〃/[a]qad g��-i[n]

[便]生[此 ○00]q一�uq�

 「馬 が 荷 ・ ・こ の よ うに 臥 し止 ま っ た 如 く …  惡 い 名 聲 を な した の を ・ ・」

思 惟 女 色 不 去 心 首 亦 如 乏 驢 不 任 負 駄 寂 然 臥 住 此釋 種 子 亦 復 如 是 佯 現 乞 食 觀 諸 女 色

思 惟 校 計 爾 時 象 舍 利 弗 聞 此 梵 志 有 惡 聲 響 便 生 此 念 …  (p.796�1.27―acl.1)

in崩 はt臠と とも に 「如 」 を表 す と考 えた が,あ るい は 誤 っ て 「寂 然 」 の 「然 」

に 当 て た の か も しれ な い.「 寂 然 」 に は ふ つ うam�il― ～am蜘ur一 が 対 応 す る:c£

庄 垣 内(1985p54,1993 p.210b). ooq yuqは 漢 文 の 「便 」(好 適 の 機 会)に 対 応 し

て い る:cf h雌p///[an]恤ooq-u》yiq聖 「而 不得 其 便 」(庄 垣 内1982 pp.203-204).

し か し,こ こで は 「す な わ ち」 の 内容 を表 現 す べ き で あ って�r�� 用 い る の が 本

来 で あ る:cf.庄 垣 内(1985 p.41).

2)///[irm緇km�舂臾-t�

 「誹 謗 に お い て …  」

至 白 衣 家 主 行 誹 謗 …  (p.796c1.3)

ﾘ臾m�舂臾「 誹 謗 」:c£uzadi tiltaki qil洫櫛za irar nln雌y血 飆i「 嘗 以 語 業 毀 罵 」

Tattv縒th紵I p.293b.

2)無 眼 三文k�s� a1―siz alt[ay] 4ルーSIZ-111 iiklitding k�g�1� ad∀yoriy 3)///[qa]d�m�―ta:

kntii�一�g g�aq'ing�一臑si-5ル ガーsiz sav4磁 ∀:血keごt臠ing艙 sn 4)[tamu]-taq�mg臾ig

tep

 「汝 は 眼 無 く 巧 便 な く 意 を 興 し た 梵 行 を 謗 っ た こ と で,汝 自 身 無 益 な 事 を 造 る こ

とに よっ て,久 し く[地 獄]の 苦 しみ を 受 け るで あ ろ う と.…  」

無 眼 無 巧 便 興 意 謗 梵 行 自 造 無 益 事 久 受 地 獄 苦 …  (p.796c11.��7)

al-siz altag-SIZ「 巧 便 な く」.「 巧 便 」 はuz amlaqを 用 い る こ と もあ る:cf.庄 垣 内

(1985pユ39).�lit一 は 「増 や す 」 を意 味 す る が,漢 文 の 「興 」 に 当 て られ る平

行 例 は あ る:cf ye血 煎takh血g k6ng湖 洫ga yilayush16 a{ik1孟dip savf∀s�l舂is ol「 爲11匱世

情 仮 興 言 説 」Tattv縒th紵I p.387b.

4)頗 由 本 ○naごIik ol 6ng頃k―6ルi tilt鰐u∀rfnta ma i磁p yazuq―1ar 5)ごa題pt-f》tcp

 「如 何 に し て 以 前 の 縁 に 由 っ て 而 し て 戒 を 犯 す の か と.…  」

 阿 羅 漢 頗 由 本 縁 而 犯 戒 乎 …  (p.796c1.17)

5)有 若 住b肛antaV yma bo酌ut刀///[yer]-ta t㎜ 選kisi-1灑先 已[6ng]6)-tロn舐� anp

mant bolu  t�臈mis

「その よ うに學地 に住 ん だ人が有 る ・・先 に阿羅漢 とな りお えた もの であって ・
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'● 」

有 若 住 學 地 之 人 由 本 縁 故 而犯 禁 戒 時 諸 人 民 復 言 尊 者 先 已是 阿 羅 漢 …

(p.796c11.20-22)

漢 文 「已 」 は 元 明本 に よった 。 ほ か で は 「以 」.

6)遊 於 世 ○ ○1[okfik]/Z/7)[abamulu》]-gat臠i oz-maz―lar qutruﾘaz-lar:bulmasar 6石mi蓉///

8)///[69]1蒭臾-t�(?)k艘一艙・ 血 ・・q・ab・mレ1・ 即t亀n・d-爨 矯i・zm・q q[・tr]・lm・q蒭艨B

[ym舩er]///9)///[y舅臂 �r舩in� bes t�l� k亘san～≦ig4ar-t� :otung―suz 藪馨oot yal�amaz :

y�hz―SﾏZ〃10)〃/cynkwk q㎜ ごuy-1飢 一n[血]g boﾘaz tuyuﾘaq�:躙nt-laz t臠一 鏃[1]nm艘

ag�一� tep

 「世 俗 の ・ ・(か れ らは)[究 極]に ま で解 脱 し な い,(か れ らが)滅 した ・ ・し

得 な い な ら,・ ・禪 に巡 り行 く こ と,究 極 へ 至 らせ る もの が解 脱 す る こ とで は な

い[と も い う.][復 た]五 欲 に お い て 習 う,薪 無 く て火 は燃 え な い,根 無 くて ・ ・

石 女 の 有 胎 は 無 い,羅 漢 は漏 を受 け な い と.」

遊 於 世 俗 禪 至 竟 不 解 脱 不 得 滅 盡 跡 復 習 於 五 欲 無 薪 火 不 燃 無 根 枝 不 生

石 女 無 有 胎 羅 漢 不 受 漏 …  (p.796c11.25-28)

Tokik〈<Skt.lokika「 世 俗,世 」:cf. lokfik yol「 世 間 道 」Tattv縒th紵I p289a.「 禪 」

に は ふ つ うはdyanが 用 い られ る.此 処 と類 似 の 文 例 が 他 に もあ る:cf. dyanta k艘�

  ..vyoﾘis�t舩ep temisi arsar「 言 遊 等 至 時者1 Tattv縒th紵I p.263x. 8行 目 は6行 目

に 現 れ た ウイ グ ル 文 の訂 正文 と考 え られ,漢 文 の 『遊 於 世 俗 禪 至 竟 不 解 脱 」 に

当 た る.

麟 我 等 ○/Z/ll)[k�s舐]at�tlasar biz Saryataputri-n血lg qayu s6z-1ﾘis-in ye― 菊;[r]ti適 血一t�

boﾘaz舐m﨎:

 「我 等 が 舍 利 弗 の 説 い た と こ ろ を[觀]察 す る な ら,世 間 に ・ ・ は 無 か っ た 」

我 等 觀 察(象)舍 利 弗 所 説 世 間 無有 阿羅 漢 捨 法 服 習 白衣 行 …  (p.797a11.6―7)

Saryataputriは 「舍 利 弗 」(Skt.S2riputra)に 対 応 す るが,§ary盃ta(あ る 仙 人 の 名)にputra

(子)が 付 い た サ ンス ク リ ッ トを 来源 と して い る の か も しれ な い.

讖i終 不///12)[1101]1舖ip(?)iSl膣ip azxant azqa bolusmaz

 「相 助 け 合 っ て 阿 羅 漢 は群 類 とな り合 わず 」

 漏 盡 阿 羅 漢 終 不 群 類 相 佐 …  (p.797x1.14)

12)觀 議[外]道k��biz t舐s azaq nomluy[-lar-n�g]///13)qalt珂uru》bum寵 鯨k6mli猷 麓

inご孟p bolyulu[q-1 yoq]羲 義麺r今 察 ○ ○L皿t�t�tl[asar]14)[i6tin s�gar]q�麝ar�:qal嫉

跡1馳 ㎜ 寵 ・髄ご孟9・i・t・t�ys�E]///靉 〃my・t臠

 『我 等 外 道[の]・ ・觀 ず る.ち ょ う ど 空 瓶 を 觀 じ た 如 く 而 し て 有 る と こ ろ[は 無

い]の で あ る.今[内 な るも の]を 察 す る[な ら],ち ょ う ど蜜 瓶 が 甘 美 無 く ・ ・の

如 し」
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觀 外 道 異 學 如 觀 空 瓶 而 無 所 有 今 察 内 法 如 似 蜜 瓶 靡 不 甘 美 …  (p.797x11.19-21)

t舐s azaq nomluy「 外 道 」:cf. Tattv縒th紵I p.354a.

織 不 解 彼 ○ ○[uqmﾘ�]15)[an�¥ 血ig]mun�麩�g Un荘 蓉―1�in�r舐in�-1舐 t舐s[azaq]簸

[nomi]uy―lar.nh亘g uz-anmaq臈r膽ml舐in:an�¥1�16)[mun��1�inごip buly amaq:bilg艾�1舐g�

yoriyuluq蒭艘 te[p]

 「か れ ら は[彼]此 の 出 離 を[解 さ ず],[外 道]の 術 を 習 う.[彼 此 に し て]而 し て 闘

亂 す る こ と は智 者 に と っ て 行 ず る とこ ろ で は ない と.」

不 解 彼 此 要 習 於 外 道 術 彼 此 而 鬪 亂 智 者 所 不 行(p.797a11.24-25)

an�un�=「 彼 此 」(あ れ と これ と,互 い に):cf丗da∀tagmi蓉�t舍urulmaq an�¥li

mun��1�ir amr��「 縁 被 損 時 彼 此 倶 息 」Tattv縒th紵I p.212a。��-1�=「 要 」=「 出

離 の要 道,解 脱 」(中 村p―ll21).

勢[然 無10○h16ip nang qil[Yuluq bo㎞az]〃/17)[a皿�ay]uoq umad�etr��g舁i

 「然 も け っ し て 爲 す と こ ろ[無 し.][尚]熟 視 す る こ と が で き な か っ た.」

然 無 所 至 尚 不 能 熟 視 象 舍 離 弗 …  (p.797b11.4―5)

n舅g.. bolmazは 漢 文 の 「無 」 に 対 応 す る:cf.庄 垣 内(1985)p59. q�1一は 漢 文 「至 」

に 対 応 す る:Cﾎ.q董1∀ay Kr.1/186(a)�.﨟B

17)夫 論 ○ ○ym訌s6[z-lamak]擁 貌k6ni]-sin甑ongaru-S1[撹a]///18)///s6z―1臠�1�以 成 阿

0○b�iirvi臾i強z一舂ant[―iY]蒸 竣[�]gr(a)ki皿al∀uごi a[riant-n血g ad洫]19)///bulmaq�

�一�

 「また 論[ず る こ と]・ ・正 し く ・ ・説 くべ き こ と ・ ・阿 羅 漢 を 成 じた こ とにお い

て,昔 傳 わ る阿[羅 漢 の 名 を]・ ・獲 る こ とにお い て 」

夫 論 平 等 阿 羅 漢 當 説 象 合 離 弗 是 也 所 以 然 者 今 象 舍 利 弗 已 成 阿 羅 漢 昔 所 傳 羅 漢 名 者

今 日已獲 …  (p.797b11.�¥9)

k6ni―sk1蕊ongare-sinごa「 正 し く」 は漢 文 の 「平 等 」 に 当 て られ て い るが,「 無 倒 」

(誤 りな く)に 当 て られ た例 もあ る:cf Tattv縒th紵 p.682.765.

19)及 象 四 文yetg豼[Saryataputri-qa]///

 「[象 舍 利 弗 へ]及 ぶ 」

汝 亦 當 學 及 象 舍 利 弗 …

「及 ぶ べ し」 はt臠imlig._yetg舁iと な る.

鋤 更 樂///

 更 樂 縁 痛 …  (P.797b11.19-20)

20)[t臠]iﾘ臾saq�～16g b血riiﾘ臾 saqhlm[aq bδg血m1匐k]

 「痛,想,念,更 樂,思[惟]」

云 何 名 爲 名 所 謂 名 者 痛 想 念 更 樂 思 惟 …  (p.797b11.27-29)

t臠ﾘ臾:「 痛J=「 受 」:cf. Tattv縒th紵I p.350a. A AII.= 「更 樂 」= 「触 」:
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 cf Tattv縒th紵I p.259b. saqﾘaq b��M臾=「 思 惟 」:cf庄 垣 内(1985 p.40).

21)///q舐iir等 具 ○ ○thz―�iik�1�/〃22)〃/[be罰yapuq-fY alqu o㎜-lar�彼 々 衆///23)

///[t�1血S]11  sa乙y��g艀m臾 kn～li k��i∠//24)///k�ing舍urulup:y舅蔕ngr臾i b[flig]///

25)/〃舩'�-1舐i-ning y血 一1舐i-ni且g 1$[ig]///

 「 ・ ・ で あ る.完 全 ・ ・[五]陰 を 諸 入 を ・ ・[齒 が 抜 け る]こ と,髮 が 白 く な る こ

と,そ の力 が ・ ・日 ご とに 衰 えて,復 た 以 前 の[識]は ・ ・身 體 の温 か み …  」

彼 云 何 爲 生 所 謂 生 者 等 具 出家 受 諸 有 得 五 陰 受 諸 入 是 謂 爲 生 彼 云 何 爲 老 所 謂 彼 彼 衆

生 於 此身 分 齒 落 髮 白 氣 力劣 竭 諸 根 純 熟 壽 命 日衰 復 本 識 是 謂 爲 老 云 何 爲 死 所 謂 彼 彼

衆 生 展 轉 受 形 身鶻 無 温 …  (p.797c11.11-16)

t�一���1を 「完 全 」 と訳 した が,こ こで は 漢 文 の 「具 」 に 対 応 す る:cf. Tattv縒th�

II p.373b. bes yapuq r五 陰 」:cf庄 垣 内他(1998)p.137 note 2/19(V)―8. orunは

「場 所 」 を表 す 単 語 で あ る.こ こで は 漢 文 の 「入 」(=「 處 」Skt五yatana)に 当 て

られ て い る:平 川(1973)p.79.

26)///[甚]深 ○ ○t芟携―t舩芟携舐�///

 「甚 深 で あ る 」

 十 二 因縁 者 極 爲 甚 深 …  (p.797c11.24-25)

27)///[臂皿艘sn須 炎tala6a皿gi///

 「汝 は ・ ・あ らず.須 焔 阿 須 倫 」

又 復 阿難 不 但 今 日汝 言 因縁 不 甚 深 昔 日已 來 言 不 甚 深 也 所 以 然 者 乃 昔過 去 世 時有 須

焔 阿 須 倫 王 …  (p.797c11.27-29)

tal記angi<<Skt.癒1a.jahgha「T五laづahgha族 の 王 」(荻 原p.537).

28)///t舐ing-t舩舐ing蒭艘///

 「甚 深 で は な い 」

 今 復 言 十 二 因 縁 甚 深 之 法 汝 復 言 無 是 甚 深 …  (p.798a11.13-14)

29)///[む ～it臠z]血1≦1101 ygmli u冒一1)us-1[ar]鞠 田《1[itip] /Z/z>/Z/k�1臠舁i ya1嘘ah u》uluq am1加

 「三 轉 十 二 類 を 興[し て]・ ・宣 暢 で き る と こ ろ で は な い.」

又我 阿難 三 轉十二説 此縁本 時此縁 本時皀卩成覺道 以此方 便知 十二縁 法極爲 甚深 非常

人所 能宣暢 …  (p.798x11.19―22)

2)施 羅s組[孟]/〃

 「施 羅 」

爾 時 羅 閲 城 中 有 梵 志 名 日 世 羅 …  (p.798x11.26―227)

s舁i<<Skt.sela「 施 羅 」

3)///[a]t�d�麝ar-n�g diastar-i翅 ○5'y'cy///4)/〃qan-qa給 與 ○ ○ber�舐ti/Z/

 「異 な る も の ら の 士 ・ ・翅 密 ・ ・王 へ ・ ・與 え た 」

又彼城中有異學之士名 日翅客多有所知爲頻毘娑羅王所見愛敬隨時供養給與梵志所
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須 之 施 …  (p.798ﾘ.29―b1.2)

dhltar〈Sogd.dynd'― ゼ'priest. monk'「(Gharib l 995 p.149b).  「翅 密 」 に 対 し て5'y'cyが

対 応 し て い る が 来 源 は 不 明.赤 沼(1967p.299)に はSkt.Kenikaが 掲 げ ら れ て い る.

5)///[bar舐s臂rt�giir b�iik tutuSmaq―lar[1]/∠/6)[齟]r舳az teg亘邑at bay生 處///彑///

[San]ga isi n臠�l nom�¥n�g ariピs�Z廿k]///

 「婚 姻 嫁 娶 が[有 る な ら]・ ・[是]非 と い う 名 姓 ・ ・[汝]に そ の 仕 事 は 如 何 に し て

法 の 清 淨(と な るか)」

梵 志 當 知 其 有 婚 姻 嫁 娶 便 當 求 豪 貴 之 姓 然 我 正 法 之 中無 有 高 下 是 非 之 名 姓 也 梵 志 復

白言 云 何 瞿 曇 生 處 清 淨 然 後 法 得 清 淨 佛 告 梵 志 汝 用 法 清 淨 生 處 清 淨 爲 乎 …

(p.798�11.12-16)

t�g�b��は ふ つ う 「結 婚 に よ る血 縁 」 「娘 を與 え 合 っ て 血 縁 に な る こ と」 と解

釈 され,t�g� b�� bol―と して 現 れ る:cf. EDPT pp.380-381, Hamilton(1971 p.85)。

こ こで はt�g� b�� tutuS一 が,漢 文 の 「婚 姻 嫁娶1に 対 応 して い る. t�g� b�5�

は む しろ 「嫁 」を指 し全 体 で 『嫁 を娶 りあ っ て 」と解 釈 で き る. 生 處 〃/7)/〃[san]

ga isi n臠�l nom�-n�g磁 ∀Sﾜ[z�]///の 一 文 は 漢 字 「生 處 」 を 掲 げ て い る の で 生 處

清 淨 爲 乎 に 対 応 して い る と考 え られ る 溺,ウ イ グル 文 の 内容 は む しろ これ に 先 行

す る 「汝 用 法 清 淨 」 に 近 い.

8)///braman-lar舸int苜n 何 姓ey{n///

 「婆 羅 門 ら の 家 に ・ ・從 う ・ ・」

 若 當 刹 利 女 適 婆 羅 門 家 設 生 男 兒者 當從 何 姓 …  (p.798b11.19-20)

9)///boﾘ� ol bolya1�u oピul///

 「此 の 男 兒 の有 り得 た こ とで あ る」

所 以 然 者 由父 遺 形 故 得 有 此 兒(p.798b11.24―25)

テキス トC

文字転写

SI Kr.1/173(b)(斜 体 字 番 号)

SI Kr.1/173

SI Krt/175 (網 掛 け 番 号)

SI Kr.1/186(a) (下 線 番 号)

1)///'rs'r"nt'gs'v pyﾘ'///

1ル///○ ○ywq'rs'r"nt'q s'v 2)9wqm'ywqy彼 行 不 善///

2ル///yp"ﾘ1'p n'kwlwk―wl父3)專 正 ―'t'sy pyr'wclwq k/〃y'1yp:〃/

3丿///s'r彼 子 若 母 正'wl 4)量wqwl q'q㌢w"n'sy kwyny―1yp:'.t'sy///
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4ル/〃s―r"nt'q s量v'wqm'ywqy既5)不 ○O kynlc Pwsqwt lwq pwﾘ'yw twy///d〃/

5ル〃/爲 當 ○ ○"zw'yncyp"y―6)gwlwq"qyr 1'qwlwq'wl"n'sy Ilyq'yly/〃

6ル////○ ○ 楓cyp pyUぐpylyksyz'r///7) ///ryty n「kw qylqly二'sydm7c pw㎞1q〃/

7ル//,/既 有 ○ ○pylk'pylyklyk pwlw 8)twyk'dmys'ryp:pyrl.ゾn'ywlys'〃

8ル/〃wnwm l―1yq:―wqm'qy'wqrynt'9)'lqw'wz'㎜'q'dr'myk由 父 淨 ○ ○ 〃

9ル///twqq'ly pwlmys'lyp Pw汝 今 ○ ○10)sn kﾘ'wyk'swyz l's'r sn"t'syn"n's///

10)///cgspt yq頗 聞 四文n'cwk'wl―syd〃/11)'wc qytyq p―lyq t'qy'yr'q'yl t'ky///

11丿///'wcﾘq yyrd'ky kysy l'ryk 12}///或 作 人

靉 〃wym―pwlm〃/型p s///!2ルqwl pwls'r pwlwr///而 無 ○ ○///

靉pwlm'z草 木 之/〃13ル'wqwsy無 復0○y.n'cwqswz ylynsyz

欝i…/〃r'ty㎞ 「q t'vr〃14ル 〃 ○ s'nynk'mty t'pynk mw'wl'wgwl

鱗///93'・yrskyn'r k///IS)///t'q yn t'py㎡ ・'wl y//qw/〃

麟///五 聞 三 十 三16ル/〃wqノ/n'nk///

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)///v'qs'vlyq'rs'r:

ll)///'wykyn qlnkyn,wylw皿ys'rs'r:

12)/〃..rg p。ryp,lyyq yq qyld,cy'rs'r:

13)///"ncwl―yw k'ﾘys k'趣 道 之O p澗rqwlwq///wl nwnk'wynws lwk///

14)///nt't'sシkyryw ywq'rwr nwm'wd'cy yyk曾dklly pw lwyn〃

15)〃/pw㎞'q'rs―r:'dkw'rwr'rtd'cy mwnt't〃 小 留 神/〃

16)///dwk:'wqr'3'W'wn///qy'但 時 ○ ○tk/〃

17)〃klrwr mn快///文t///1'ncyq mw pw pwy―n///

18)〃/"nc'n"nc'n tソ//�nckwlwk's'nkwlwk IWノ//

19)///pwlwr twgg'ly tnkry yyr ynt':pyiwk///

20)///qyhnys pWy'n lyq l'ryq twy5wrk'ly q/〃

21)//(PYIYk3'n'yncyp"lq///

22)slkyz t/〃/tlk///tyn h'P壞 齋 〃/

〃n'mry韆kﾘ'dym,yky/〃

///tnyek qynyllt'kysllklyk麟///'w/n ks///

///yly二gwlq'q tylle―k y瓜pwynκtwp///

kym m'nynk ywq'dtwrz wn'ykyrc///

syz yklik gwswgwm twrwp typ:///

増 一 第 四 十 七 左 右 ○Oswlq'///

///OOﾘ'mty pr'm'n'rwr mn:twyyn ks'dryk'wgws///

///pyr ywl,wyz l tyllywr pyz pyr qwtrwhn量q yq:ylnkwz〃/

〃pwlq'豆y pyr t―k pyr ywlwq typ其 事 ○O lwl―d///

'lp'wydllcwlwk'rs'r:'//tly syz y�灣yz///

          'rq'nt///'wylﾘys'rs'r:'d///

          plr m///klyk l彈tqlq yq twrq〃/
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23)○ ○ pdyr'p。ly迦 留 ///○k'dw'wd'y y///

24)y'Syn cwswlwr'rty稱 喚"yレ//r傷 胎///

25)―wykwnwp yytm'dy行 來 ○ ○p覃r k―l t'//1・r///

26)k'nkr'ndy l'r:cyn kyrtw pyz ynk'y'r'g'ﾘ'z: '///

27)swz ywﾘ'q cyn kyrtw//rwr pyz ynk'rm'z ym///

28)○ ○ywryqwlwq ywl nwnk krk'k lyk///y梵 志 ○ ○pr///

29)twyrwsy限 時 ○ ○tyt'yrlq'z wn'wydc"yncyp///

30)ym"wk p―r pw py皿('PYIYﾘ:tk y,s皿1dwq.wycwn///

31)ywwz ywk'nv pwﾘ'q yn nc"ysl'syp tymyn'wk'yncyp///

32)'t'wyz yk'ysyk'wyz yk'ylkystwrkw'wyz'pwltwg t'///

33)'wytrw�smys pwlwr"s― ㎜,q yq以 得 ○ ○ ■s///

34)p'rkw qylyp pw"s yq'ykyl'yw pwlmysy'rs'r t'k///

35)///gs'q'ly k―sypy///'k如 (?) 'w//ri krklc'明}知 ///

36)/////〃//〃////〃 垂 恕pw///

翻訳 と注

 グ ル ー プCは 「大 正 大蔵 経 」 第 二 巻 のpp.798c-801bに 収 ま る 内容 を も っ て い る.

断 片 ご と に は 次 の 部 分 に 当 た る:

SI Kr.1/173(b)

SI Kr.1/173

SI Kr.1/175

SI Kr.1/186(a)

pp.798c-799c―

pp.799c-801b.

p.799c.

pp.798c-799a.

1)―[yoq]arsar anta∀sav bilm膽ynki]///1ル 〃[無 事]○ ○yoq舐s舐 antag sav 2)ugmayug�

 「こ の よ う に 事 を 了 じ な い こ と が[無 い]な ら,こ の よ う に 事 を 理 解 し な い こ と が

無 い な ら …  」

所 以 然 者 今 此 一 子 無 事 不 了 無 事 不 開 正 應 敬 待 此 子 …  (p.798c11.19―20)

2)彼 行 不 善 〃/2〃/[a]yap a腫 一lap n臠�1� ol父3)專 正atasf bh・uご1瑠k[�]i舐ip.///3ノ///

[疵]S�1彼 子 若 母 正ol 4)(殕ul―qa gayu anas��i舐ip:atas�k�i蒭艘]4ル[arsar:yoq蚌]

s缸anta》sav uqmayuqi既5)不 ○ ○keng bosyut―lug boﾘayu tii[k臂t[s舐ﾘ臂///5ル///爲

當 ○Oaz-u inごip aya― 血 ∀uluq劔 》ir―layuluq ol anas�r�… 面[P]///

 「ど う し て 尊 敬 す る の か ・ ・そ の 父 が 專 ら 正 し く て ・ ・ な ら,そ の 息 子 に 対 し て

若 しその 母が正 しくてその父が[正 しくな ければ,]こ の よ うに事 を理 解 しない こ

とが[無 い]な ら,・ ・既 に博學 とな らな いな く とも,・ ・あ るいは 当 に母が淨 で

あ って(父 が不淨 で ある もの を)敬 待すべ きかJ
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梵 志 報 日彼 父 母 應 當 敬 待 行 十 善 之 子 彼 行 不 善 之 人 復 敬 待 爲 佛 告 梵 志 汝 先 歎 其 多 聞

後 歎 其 戒 云 何 梵 志 若 復 有 二 子 一 子 父 專 正 母 不 專 正 一 子 父 不 専 正 母 專 正 彼 子 若 母 正

父 不 正 者 無 事 不 開 博 知 經 術 第 二 子 父 正 母 不 正 者 既 不 博 學 但 持 十 善 然 其 父 母 應 敬 待

何 者 爲 當 敬 待 母 淨 父 不 淨者 …  (pp.798c1.24―799x1.2)

漢 文 「既 」 は 一yu t�舩―で 表 され て い るが,平 行 例 は あ る:cf bu anday bolmaya

t�ﾘs舐「 此 既 不 爾 」,s�l艙��臈血S�舩臠ir anda tip「既 言 至 彼 」Tattv縒th紵I p.374a.

6丿///[而 無]○ ○ 孟血～三ip bilg臙il刕siz舐[s劭r] ヱΣ[a]riti n臠ii q軍1》ay :舖冝m臾 boﾘaq [灑s舐]

///

 「而 して智 慧 ない[な ら],竟 に何を爲すで あろ う.聞 くこ と有 る[な ら]」

 雖 復 持 戒 而 無 智 慧 竟 何 所 至 有 聞則 有 戒 …  (p.799x11.5-6)

刀///既 有 ○ ○bilg臙iliglig bolu 8}tiik臈mi5ﾘp. b�1艙舅艙orisa[r on ay�l�Φlin6i∀]〃/

 「既 に智 慧 が あ っ て,兼 ね て[十 惡 を]行 ず る な ら」

 既 有 智 慧 兼 行 十 惡 …  (p。799x1.11)

8ノ〃[alq]unom-lar�:uqmaqh》 血ta里alqu uz―㎜aqﾘ舂ig由 父 淨 ○ ○[atas�ﾝ 》]9ル

[蒭ﾘiuyr�ta]tUw ali bGlmi話舐ip bu

 「諸 經 を(博 覽 し),諸 の 技 術 を 理 解 す る こ とに 由 っ て,[父 が 淨 で あ る こ と に

由 っ て]此 の(息 子 を)産 み 得 た の で あ っ て

所 以 然 者 由其 博 覽 諸 經 曉 諸 伎 術 由 父 淨 生 得 此 子 …  (p.799x11.13-14)

buの 後 に は 本 来oyul�『 息 子 を 」 が 立 っ とこ ろ.

9ル汝 今 ○ ○10)s(�)nk血�舖�-1舖舐 sn atas� anas[�]/〃10丿///ご 題pt一 鞠

 「汝 が そ の 父 母 を,(聞 を)戒 を 歎 じ 説 か し め る な ら 」

汝 今 歎説 父 母 聞 戒 …  (p.799a11.i7―18)

ウ イ グ ル 文 は漢 文 の 「今 」 を使 役 の 「令 」 と読 み 違 え てk血iを 入 れ て い る:庄 垣

内(1985)p.12.

10ル 頗 聞 四文na加k ol舖 id[� m�11)uﾟg�� bal�-taq�径q el-t臾i///〃 丿[ulat�din]uご

q葦ti¥yerd艨zki kili.lang

 「ど う し て 邊 境 の 遠 い 國 に 居 る,[及 び 他 の]邊 地 の 人 々 を 聞 く[の か]」

 然 我 法 中 無 有 此 義 汝 頗 聞 邊 國 遠 那 及 餘 邊 地 人 乎 …  (p.799x11.121―22)

12)/〃 或 作 人 靉[az]-u ym臙olm[aq]辺[舐]ip s[ong bo1肛qul:az-u yma]12ルqul bolsar

bolur[kili]而 無 ○ ○///戮bolmaz草 木 之///13ル///u}｡uS�ｳ 復 ○O yana妊(聡uz yal血siz

蜘y・]・arilm・q伽 ・[ilm臾�E臂

 「或 い は(人)と な っ て[後 に奴 とな る.或 い は]奴 とな る な ら[人]と な る.・

・無 い .・ ・の 類,・ ・復 た精 光 無 く展 轉[に お い て]」

或作人後作奴或作奴後作人然衆生之類盡同一類而無若干若復梵志天地敗毀世間皆

空是時山河石壁草木之徒皆悉燒盡人亦命終若天地還欲成時未有 日月年歳之限爾時

 1'



光 音 天 來 至 此 間 是 時 光 音 天 福 徳 稍 盡 無 復 精 光 展 轉 相 視 興 起 欲 想 …

(p.799a1.25―b1.2). bo1皿azの 前 に はad�t 6ngiが 立 ち,「 無 若 干 」(異 な りは 無 い)

を 表 した 可 能 性 が あ る。 「草 木 之 」 の 後 は 多 分 「草 木 之 徒 」(草 木 類)を 表 す[ot

�ﾘ一nhlg]u四 獣 を 再構 す べ き で あ ろ う:cf. qa1廿ot i》♂-qa ud mayaqinga「 助 依 草

木 牛 糞 」Tattv縒th紵I p.304b. [ya]rat�aq t舸r[i㎞ 狄]は 直訳 す る と 「應 ず る こ と

轉 ず る こ と」 とな るが,こ こで は 「展 轉 」(相 互 に)に 対 応 す る.yazai臺一 はEDPT

(p962)に み られ る よ うに"to be created"と ふ つ う訳 され る.た だ,漢 語 の 「相 應J

にbirl艙arat�1一 が 対 応 す る の で 「應 ず る 」 と訳 した.し か し断 片 の 位 置 関係 か ら

み てbirl艪ﾌ 書 か れ て い た 可 能 性 は薄 い:cf. Tattv縒th紵I p.397�.

14)///[汝 今 ○]O s舐ringﾘt�aping mu ol oyul鬆[-fngin]q�―�g'in舐―k[a]///ISル///[tfl]

ta》-in tap�g ol y[a]qu[r冒uluq]///

 「汝 の 今 の 欲 す る こ と は 汝 の 息 子 娘 を 男 に ・ ・爲 か,汝 の 欲 す る こ と は(摩 竭 国

頻 毘 娑 羅 王)を 請 ず る爲 か 」

汝 今欲 與 男 女 嫁 娶 爲欲 請 摩 竭 國 頻 毘 娑 羅 王乎 …  (p.799b〃 ―17-18)

ogul[―�g�]q�一�g�舐-k[臂「 汝 の息 子 と娘 を 男 に 」 と訳 した が,漢 文 は 「今 汝 は

男 女 の 與 に 嫁 娶 せ ん と欲 して や 」 と読 め る.

≦li///五 聞 三 十 三16ル///匚ul]u∀[azan]―ning[lki魄q]1)[laks a]n am貸 麟k6rmad血iki

[us an] ///  2)[a]t-n�g g��ta kizl臠lig 嚢蘯/// o[互] 1(a)ksa[n] /// 3)[t]ih  : qulqaq

tiiic臾-in b岐血tUp///4)kinn m舅iirg yoqadtロrz― ㎜ 孟khr乏[g登]/〃5)scz―iklig qo蓉u了um turup tep:///

 「大 人[の 三 十 二 相 好 を]・ ・今 二 相 を 我 れ は 見 な か っ た.馬 の 鞘 に 隠 れ て い る 其

の相 は ・ ・舌 は耳朶 に触 れて ・・我れ の疑い を無 か ら使 めた ま え ・・疑 いの結 が

生 じて」

吾聞三 十二 大 人之相 好 今不 見二相 竟爲在何所 貞潔陰 馬藏 其相 甚難 喩

頗 有廣長舌 舐 耳覆面 不 願 出廣長 舌 使我無狐疑 又使我 見之 永無 疑結 網

・     (p.799c11.11-16)

ウイ グル 文 中の 「五 聞三十三」 とい うのは漢文 にある よ うに 「吾 聞三十 二」 の誤

写で ある. [a]t-riing g��ta kizl臠lig「馬 の鞘 に隠れ てい る」 は漢文 の 「陰馬 藏」

(佛 の 三 十 二 相 の1っ Skt.k。Sa―upagata-vasti―g一 山ya)を 表 す.「 陰 馬 藏 」 は 庄 垣 内

(1998p.375 Z―5)に も 現 れ る.そ こ で はaln�g t臠 s��da kizl臠lig舐 b舁g�i"Like a

hors駸, the virile member secretly(hides)in the body"と し た.し か し, s��daはg��da

と 読 む べ き で あ っ た.qin(～g�n)は 漢 語 の 「鞘,蔵,倶 合 」, Skt.のkosaに 当 た

る:cf Tattv縒th緲 p.310 note 3。

qulqaq tilk臾―i「 耳 朶 」:filk臾は トル コ 語 のdelak(～vlak)に 対 応 す る 単 語 で あ る:

'―Kaduuk盒1et i～三inde dilcik ve blz江depilen et par軋si―(Tarama s�l�ii II p .1130) =

"clitoris
.'. sez―iklig goSuyum turopはs。z-iklig qo蓉u脚m toorum「 疑 結 網 」 の 誤 写 と 考 え
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 る べ き で あ る。

6)増 ― 第 四 十 七 左 右 ○OSOI.qa[ong.qa]///

 「左[右]にJ

墫 壹阿 含經巻第 四十七 東晋厨 賓三藏瞿曇僧伽 提婆譯 放牛 品第 四十九今分 品

爾 時世 尊即 吐舌 左右舐 耳還復縮 之 …  (p.799c11.21―24)

7)[我 今]○ ○n皿amt�raman舐� mn:toy� ksﾘuyuS[lu∀舐�]///8)///[b冝Etak]bセ

yol�-a廿1鰰r biz bir qu伽 ㎞a吶:yinguz[toy血]///9)///[bolmaq]bu1》ali b廿ti磁bir yolu》

tep

 「我 れ は 今 婆 羅 門 で あ る.沙 門 は 刹 利 種[で あ る.]…  [同]― の 道 に お い て 一

解 脱 を 求 む る.唯[沙 門 は]同 一 の 道 を得 る こ と[有 るの を]…  」

我 今 婆 羅 門 沙 門 刹 利 種 然沙 門 婆 羅 門 皆 同 一 道 求m脱 唯 沙 門 聽 我 等 有 得 同 一 道 乎

・    (p .799c11.27-29)

遮adhk～Skt.ksatriya隊.1利 」(四 姓 の一 っ).

9)其 事 ○ ○Oﾍﾘ/〃

 「其 の 事 」

 其 事 有 八 所 謂 正 見 正 治 正 語 正 業 正 命 正 方 便 正 念 正 定 …  (p.800x11.5-6)

10)[ya]v[1]aq savl� 舐s舐:alp�l臠�1� ars疵: [u]t1�黌� yang�黌�/// 11)///�in gang�

�1ﾘiS 礫S�1':arxant[-1ariピ] 61曲iヨ 油rs油r :臈[g�1臠 y舁d艘ー臂/Z/ 12)/// arqa har� ay�-i》

qildaごi礫S禝':bar m[anm]glig atqa甘 ―iY tu瑠[urup]/Z/i3)〃/anごulayu kalmi蓉 一k�

 「惡 語 も て る も の は,諌 め 難 い も の は,反 復 無 く ・ ・母 父 を 殺 し た も の は,阿 羅

漢[を]殺 した も の は,善[根]・ ・返 って 惡 を なす もの は,有 我 の 計 を起 こ[し て]

如 來 へ(向 か う)・ ・」

如 此 之 人 十 一 種 云何 爲 十 一 所 謂 姦 僞 惡 語 難 諌 無 反 復 好 憎 性 害 父 母 殺 阿 羅 漢 斷善 根

善 事 返 爲 惡計 有 我 起 惡 念 向如 來 是 謂 梵 志 十 一 之 人 不 能 得 此 八 種 之 道 …

(p.800a11.13-17)

臈[g�1�y�d�―i]e「 善 根 」:cf. Tattv縒th紵I p.227�. m[舐ein]glig atqagは 漢 文 の 「我

計 」 に対 応 す る.「 我 執 」(=「 我 計 」)にm伽atqa》 の 対 応 す る例 が み られ る:

cf. Tattv縒th紵I  p.222b.

13)趣 道 之 ○bar♂uluq[y]ol-nung��-1�g]///

 「行 く べ き 道 の 出 離 …  」

善 哉 諸 人 趣 道 之 要 莫 復 是 過 …  (p.800b1.�)

「要Jは 「出離 の 要 道,解 脱 」 を意 味す る(中 村p .1329d).こ こ で は��-1�g]

 が そ れ に 当 た る:cf.��l�「 有 離 」Tattv縒th紵I p.389b.

14)///[mu]nta taミi ikil艙�oq舐iir nom uda瓸i yeg臈g舁i bu�M[�l�-t臂///15)///bo㎞aq arsar;

ad帥a前r蝕d猶munta t[ep]小 留 神///16)〃[6]d�:uyrayu un[a]-qya但 時 ○O tk///
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「此 よ り外 に 更 に 法 が 此 の 出離[よ り]勝 り うる も の は 無 い の で あ る .・ ・とな る

ものな ら,善 は是 よ り過 ぎ るもので あ る,と.…  時 を(待 ちた ま え.)正 に

・・但 …  」

此外 更無 法 能勝 此要 者 如 此之比像 善者 無過 是 爾 時翅 篝 梵志 白世尊言 唯願

世 尊小 留神待時 正爾更 辧飮食世 尊告 日所辧飮食但 時貢 之勿懼 不足 …

(p.800�11.7-11)

17)///[舐k臂k舐iir mn快[哉][四]文t[ang〕lan醜mu bu buyan[1� t剣///18)///an6飢

an～la皿t膽gimp] enピgnlhg as註洫g�1� o[runqa]///19)///bolur tuyyal�ngri yer-int�:bir�///20)

///g�� buyan―li冒 一lar� tiiS�g舁i q[am�y a1�///21)///[bilg臂 biligin in～lip alq[や]///22)s臾iz

t[�]1[�] ta9[in～;SIZ orロn]。tin tep

「我 は[男]で あ る …  快 い 哉,此 の 福[も て る報 〕…  漸 く 安 隱 の[處 へ]至[っ

て]…  天 界 に 生 ま れ 得 る …  設 え ・ ・福 な どを爲 した も の を(罪 に)堕(し

め えな い.)…  智 慧 で 當 に(苦 の 本 を)盡 く[し て]・ ・八 難 處 を(離 去 す べ

し),と.…  」

我 有 娠 亦 不 知 是 男 是 女 耶 …  快 哉 斯 福 報 所 願 必 得 果 漸 至 安 隱 處 永 無 憂 厄

患 死 得 生 天 上 設 使 諸 魔 天 亦 復 不 能 使 爲 福 者 堕 罪 彼 亦 求 方 便 賢 聖 之 智

慧 當 盡 於 苦 本 長 離 去 八 難 …  (p.800b11.16-24)

t��―gam�一 で 「堕 ち る」 を表 す:cf. Erdal(1991)2p.661(kam―11-). s臾iz t�l�

tagh1～I SiZ OrUnlar=・ 「丿戛難 處 」 (ﾘノ戛莫隹) :C£qayu m舅ing並 ～三yaVla》yOl-larta kam{蓉ta～li tam双

prit y�q�z―un―�ta asuri-laz yer-int舫lat�臾iz t�l� tagin～l siz or㎜ ―larqa e豆tdaろi a冒hr ay董∀

qilh1ξ一la亘皿礫S緤(8蜘p.13811.6―ll) 「應 堕 惡 童 地 獄 傍 生餓 鬼 之 中 阿蘇 羅 衆 及 八難

處 」(大 正VoLl6 p414b).

22)壊 齋///[跋 提]23)○ ○badirapali迦 留[○]Okadu-uday―i///

 「跋 提 婆 羅 …  迦 留 陀 夷 」

世 尊 告 日聽 汝 壊 齋 通 目而 食 跋 提 婆 羅 白佛 言我 亦不 堪 任 施 行 此 法 爾 時 世 尊 默 然 不 報

爾 時 迦 留 陀 夷 向 暮 日入 著 衣 持 鉢 入城 乞 食 …  (p.800c11.瘉�8)

badirapali<<Skt.Bhadra―p磊la「 跋 陀 婆 羅 」 「賢 護 」 「賢 守 」(荻 原p.946)kadu-uday―i

<<Skt.tcslodayin「 迦 留 陀夷 」((佛 弟 子 の 名)荻 原p.345)

24)y麺 ㎞ ごo蓉ulur齟 稱 喚ay(i)t[sar///]r傷 胎///25)��� yeﾘ臈i

 「稻 妻 が 流 落 す る の で あ っ た.稱 喚[す るな ら]・ ・悔 い て 及 ば な か っ た.」

又 彼 時 天 欲 降 雨 處 處 泄 電 爾 時 長 者 婦 出 門 見沙 門顏 色 極 黒 即 時 驚 怖 乃 呼 是 鬼 自便 稱

喚 咄 哉 見 鬼 即 時 傷 胎 兒 尋 命 終是 時 迦 留 陀 夷尋 還 精 舍 愁 憂 不 歡 坐 自思 惟 悔 無 所 及 ・

・  (p .800c11.11-15)

60蓉ul-:こ の 単 語 はSuvとZieme(1986)に 現 れ る.Ziemeは6嬉ul一 と 再構 して い るが,

D四 やErdal(19912p.658)で はSuvがcwswl・ と綴 られ て い る に も か か わ らず,
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ご6z血1-"to fall apart, be dispersed―'と 再 構iし て い る. Erdalは こ の こ と に っ い て"Whether

averb血Mangi 18←Zieme 1986 Sh�.)spelled like the Suv instance also belongs here is a

different quesrion. The ed. makes the connection with the Suv verb but not with銹z�1-and

translates]turur kut huyan輹sulu turur. fogアa伽[as"Gl�k und Verdienst, sich

herabsenkender(?)Glanz und Pracht."This interpretation disregards the punctuation mark and

does皿ot, I think, accord with血e context.1)oes Republican T-zrkish co§一■to exult'―have any

cognates?..(p658).と 述 べ て い る.こ の24行 目 に お い て もSuvな ど と 同 じ よ う に

cwswlwrと 綴 ら れ て お り,筆 者 は しo蓉ulurと 再 構 し た.し か し,こ の 再 構 は ト ル コ

語 のco§.を 参 考 に し た の で は な く,キ ル ギ ス 語 のjosul-"stpuit'SJ�, lli'sja strujoj,

sypat'sj a vniz"(Judaxin 1965 p.263b)を 参 考 に し た.一 方 件 の8〃vの ウ イ グ ル 文 は 漢

文 と 対 照 で き る:u6ar yulduz Usd雌i:��s� t�5az L`osulup ik勛� tngri birg舐u:y舅�

6d血�un k���:「 變 怪 流 星 堕 二 目 倶 時 出 」(大 正vol.16 p.443a).ごo蓉ulup

(cwswlwp)は 漢 文 の 「流 」 に 対 応 し て い る.一 方 こ の24行 目 の こoきulurは 漢 文 の

「泄 」 に 当 た る.す な わ ち,ごo蓉ur― は キ ル ギ ス 語 と 同 じ よ う に 「流 れ る,流 れ 落

ち る 」 の 意 味 を 持 っ て い た と 考 え た い.

25)行 來 ○ ○bar k�1-t�//―1'r///26)k舅gr舅di-1舐:din keri�iz-ing艙aray //.:'///[6d-s�]

27)[qolu]-suz yoﾘaq～;i皿kert� [臂r� biz―血g al皿az―hn[iz]/〃/

 r行 來 に お い て ・ ・(か れ ら は)責 め た.實 に 我 等 へ 適 当 で は な い.・ ・[時 節]

無 く行 く ことは實 に我等 の非 である.」

沙 門釋 種子 不知節 度行 來無 忌其 中持戒比丘戒 完具者 亦 自怨 責實非 我等之宜食 無禁

限行 無時節 責是我等 之 非也 …  (p.800c11.lg-22)

bar k�1-t艪ﾍ 漢文 の 「行 來」 に当て られてい る.「 行 く」 「来 る」 の動詞語幹 を並べ

それ に位格 接尾辞 を付 けた 不規則 な結合形で あ る.本 来 な らbaﾘaq-ta k蒭臾-t�

とな るべ き ところで ある.

27)///[行 道]28)○Oyoriyuluq yol―皿ng krg臾-lig[t�us]i

 「行 く べ き 道 の 要 法J

 所 以 然 者 此 是 行 道 之 要 法 …  (p.SOIall.11.12)

28)梵 志 ○ ○br[amanta]〃2g)t��i

 「梵 志[に は]・ ・の 法 」

 梵 志 別 有 梵 志 之 法 外 道 別 有 外 道 之 法 …  (p.801a11.19.20)

29)限 時 ○Ot�a yrl(1)qaz―un 6d6a hl遣ip///30)ym�6k bar bu bilg臙iligim:tk yazmaduq

賈ごnn///31)y�z y�舐ii bolmag一� naゼ 飯 蓉1餐壼p temin 6k血 ごip/〃

 「時 に よ り 制 限 し た ま え,而 し て ・ ・亦(我 れ の)此 の 智 が 有 る.但 に 犯 さ な か

ったた めに ・・現前 に有るものを如何に要 して も乃 ち當 に ・ ・」

唯願 世 尊當與 諸比丘 限時而食世尊告 白如來 亦有此 智但未犯 者要眼 前有罪乃 當制 限
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耳 … (p.801a11.21―24)

151膣― は 漢 文 の 「要 」 に 対 応 す る:c£ol iisl舖 ip k�g�l(a tayaqh》in uyur祕 杠n yo直 ∀ali

adqanyularta r彼 要 依 心 能 行 境 故(彼 は 要 ず 心 に 依 っ て 境 に 行 ず る こ と が で き る 故

4こ)」 Tattv縒th紵I  pp.30―31, p.270b.

32)舩'�-ig isig�-ig'ylkystwrkw�一臙ultuq-ta///

 「身 體 と 命 を ま ず 守 る こ と に お い て,得 た こ と に ・ ・」

於 是 比 丘 趣 以 支 命 得 亦 不 喜 不 得 亦 不 憂 …  (p。801a〃.227―28)

―ylkystwrkwは 多 分'ylynstwrkwの 誤 写 で あ ろ う
.iliniSt�g�ﾈ ら 「支 え合 うこ と」

を意 味 し,漢 文 の 「支 」 に 対 応 す る:cf Tattv疵th瓷I p.267b.

33)6trU yaan� bolur a送anmaq-i∀

 「則 ち 食 す る こ と を 犯 し た こ と と な る …  」

 云 何 比 丘 ― 坐 而 食 起 則 犯 食 更 不 應 食 …  (p.801�11.2―3)

33)以 得 ○Oas-[M///34)berg��1� bu as―i》ikil艙ii buﾘ��rs灑 t臠[ﾘlig舐m艘 y舅�

a軋ny al�///

 「食[を]・ ・ 此 の 食 を(齊 け)與 え る こ と を 爲 し,更 に 得 る こ と あ れ ば,[復 た

食 す]應[か らず]…  」

於是比丘 以得食 已更復 有爲齊 此于以食更得者不應復 食如 是比 丘得食 而食之 …

(p.801�11.5-7)

35)[o]x耄a》ah kas ipi [toy瓶t]臠亥 日 (?)  o[i] nz k㎎ 蝕 齬P矢 口〃/

 「迦 葉 比 丘 の 如 く 似 る(べ し).そ れ は 何 の 要 で ・ ・」

 我 今 教 汝 等 當 如 迦 葉 比 丘 ・ ・.(p.801�11.10―11)

36)/////////////////垂 恕bo[Suy]

 「恕 し を 」

唯 願 垂 恕(p,801b1.23)

テ キス トD

文字転写

SI Kr.1/174(斜 体 字 番 号)

SI Kr.1/187

1ル ///rtqﾘys t///

2ル///swyz wk typ〃/

3ル///twyyn pwlq1///

4ル///iwncw ywryq t―///

5ル 〃Yr yn py㎞'k量wyz 1:kwnk l)wlwnk nwnk pylyky・nk nyek 3'YnYk3'n'―q///

6ル 組'qyl自 在 三 昧'rksﾘ'2)kdy�'kwysws d�nﾘ'tyr///
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7ル///t'戒syqm.q d///3)t'遣 來'ydm'q―wyz'k'1wrdﾘネ 申///

8ル///欽 羨rink"〃4)/%/1'㎜'櫨1―r qwqs'ﾘnk l'r彼 八 我/Z/

5)///dy nyek tytsy l'ry typ乃 能 ○ﾘwn///

6)/Z/ンky"rq'qy㎞ys lml'///阿 王 ○///

7)///xyyrtyncw t'twqmysy紹 聖///

8) ///pyq kwys'dcy kysyk twtdwrwp///

9)///m'zq�q wytrw rwr ty�qy'wgwl:

10)/Z/kyn twtmys yn金 毘 ○O kympylyゾk

ll)//%nk'qﾘ'swrdwp{kym.wrlwq t,鱒yn ql}yrlq yrlq'dy惜"syr

12)/〃ycwn皿.k lwyz書:y,nkqﾘIIS _y   ///

13)///'mk'ﾘ'ky///lc'q':�nk'nyek///

i4)///xsn twqq'ly'dkw.wrwn t'typ不 自 ○

15)/Z/pwldy l'r我 今 ○O mn'mty kwyrs'r"ryrt

l6)///'wykwndy'rk'y typ極 爲 ○0'rtwqq s'c'

17)///'wcwz pwlwr:sysynwr mn kynynt'

i8)〃/ynk p'r qンw sセc, mwynwm qld,qym lmty

19)/〃llr p)dl py止klrw pylyk》T(酬 瞬 熾 火 ○

20)///'wyz"rg'nt yq以 興 ○ ○'wyklytm7cym―wyz―kWnkwl

21)///wyz ync'twts'r:tﾘlyk'rm'z'rq'nt l'r'wyz'

22)///指 爪 ○"qw iwyrtwp'wn nkr'k y nynk tynkrq

23)///yp已 欲 ○ ○'wqr'yw k'lyp t―ky twyk'dwr'wl

24)///正 欲 四文'wqr'yw t'PY pwlwp"d'qwlwq

25)///pyrl「"d'q'ly�w ywkwnwﾘtyp不 爲 ○

26)///00q'lty kysy l'r kntw'wyz l'ry qyls'r l'r

27)///ywr l'r twyz yn'dkwsy'rs'r t'kynwr'dkw

28)///ky kysy l'r gyls'r l'r"yyq gylyncyq:'wl

29)///gylyncyg't'wyz t'kswrdwk t't'kynwr tnkryd'm

30)///t'rtydylyp:kntw'wyz y pwldy kyrk'ly t'mw

31)/〃kwlwk'yrynkwywr sn typ故 致 ○O llnyn pwldy

32)///P,(騨'wqws yn twyz ynﾘ"wk y'n'

33)///ytdy"lqw s'ky{'wgws}lwq l'ryq:'yryntwnvp

34)///w�nk'wyz':pw ywk'rw't'wyz wk twd'

翻 訳 と 注

 グ ル ー プDは 「大 正 大 蔵 経 」第 二巻 のpp.802a-804bに 収 ま る 内 容 を もっ て い る
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断片 ご とには次 の部分 に 当た る

SI Kr.1/174  pp.802a-803 a

SI Kr.1/187  pp.802c-804b

1ル/// [k�g� ami]rtyﾘ� t[ep] ///2ル/// [arf∀] s�一� tep///

 「[心 が]静 ま っ た も の と ・ ・[清]淨 と …  」

沙 門名 息 心 諸 惡 永 已 盡 梵 志 名 清 淨 除 去 諸亂 想 …  (pp.802a1.29―bl.1)

am蜘ur-「 静 ま っ た もの 」 は漢 文 の 「息 」 に対 応 す る:cf.庄 垣 内(1985 p.46).

3ル///toy� bolピal[i] ///

 「沙 門 と な り(得 る)…  」

 唯 然 世 尊 聽 我 道 次 得 作 沙 門 …  (p.802b11.18-19)

4,〃//[�]1�2三 訌yoriy-ta///

 「末 行 に …  」

 唯i然 世 尊 聽 在 末 行 …  (p.802b1.21)

5〃/[yeniki皿a甘ilr.� biﾘ臾�―�:k6ng―1)�1�g-n�g biliging-nhlg yenikin a∀匠 血]///6ル///

[b�gil ad�t]-lay�1自 在 三 昧舐ksinm艨¥2)kdyan-ta k�� dyan ym舩er///

「(心 意 の)[輕]重 を(學 ぶ べ し.〉 心 意 の 輕 重 を 知 る こ と に よ っ て,・ ・[分 別]

す べ し!自 在 三 昧 に お い て …  」

汝 今 當 學 心 意 輕 重 已 知 心 意 輕 重 復 當 分 別 四大 地 水 火 風 之 輕 重 已 得 知 四 大輕 重 便 當

修 行 自在 三 昧 巳行 自在 三 昧 …  (p.802c11.瘁¥8)

b61-ad�tla― は 漢 文 の 「分 別 」 に対 応 す る:c£Tattv縒th紵I pp.206b―207a. k�� dyan

ym舩er(「k�� dyanと も 云 う」)こ の 文 は舐ksiﾘ臾 dyan「 自 在 三 昧1がk�� dyan

に 置 き換 え る こ とが で き る こ とを表 現 して い る.

7ル///t'戒 s�maq d[yan]3)―ta

 「戒 三 昧 に お い て,…  」

 復 當 行 自戒 三 昧 …  (p―802c1.10)

3)遣 來�maq�―臾�1�d�神[足]

 「遣 る こ と に よ っ て 我 は 來 た.」

 釋 提 桓 因 遣 來 奏 上 太 子 爾 時 王 太 子 見 提 婆 達 兜 神 足 如 是 …  (p.802c11.18―20)

8ル///欽 羨 n舅g a[z] 4)-lanmang-lar gog s anmang―lar

 「決 して 汝 らは 欽 羨 す る こ とな か れ!」

又 莫 欽 羨 彼 神 足 之 力 …  (p.803a11.1-2)

azlan-goysan-「 小 さ く な る,弱 くな る」 が こ こで は 「欽 羨 」(し た い う らや む)

に 対 応 して い る.

4)彼 八 我///
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 彼 八 我 十 六 彼 十 六 我 三 十 二 …  (p.803a11.8―9)

5)/// [sidar]ti-n�g tits�麝ar�ep

 「悉 達 の 弟 子 と 」

此 二 人 是 悉 達 弟 子 …  (p.803all.15-16)

sidarti≪ Skt.siddhsrtha

5)乃 能 ○m皿[ta》 コ///6)///[burxan quvra》la鞠]iki arga g��翫 皿a[z]

 「乃 ち …  [聖 衆 を]二 分 し た こ と は な い 」

提 婆 達 兜 比 丘 極 有 神 足 乃 能 壊 聖 衆 爾 時 世 尊 告 諸 比 丘 提 婆 達 兜 不 但 今 壞 聖 衆 …

(p.803a1.28-b1.1)

burxa皿 碾uvraYl磁V iki arqa qi1― 「佛 僧 衆 を 二 つ の 集 団 に す る 」 は 「破 和 合 僧 」 を 表 す.

burxan quvra∀1磁 冒の 前 にt� k�g�l�の 先 行 し て い た 可 能 性 が あ る:。f. Uiz

k�g�l� binan quvraglar� iki arga g�t�疵s疵(Suv p.13411.12-13) 「破 和 合 僧 」(大 正

p.414a).

6)阿 王 ○///7)///[yoqsuz bdat]iyer㎞6U-ta tuYmiヨi紹 聖///

 「[唐 し く]世 間 に 生 ま れ た も の 」

是 時提 婆達 兜語阿闍世 王古昔 諸人壽命極長如今 遂短備 王太 子一 旦命終者則唐 生於

世間何 不取父 王害之紹 聖王位 …  (p.803b11.4-7)

「阿 王Jは 「阿 闍 世 王 」 の 略 で あ り,ウ イ グ ル 語 はaごat蠧a{m(<<Sk両 五ta蓉a1血)と

書 か れ て い た で あ ろ う:c£ σ%lp.40a. yoqsuz(～yooqsuz)bdari(～b�ari)は 漢

文 の 「唐 」 「唐 捐 」(む な し く)に 対 応 す る:cf.6zliﾘ�1�kig�臑sfY i���ag�

yooqsuz bdat�olmaz「 自 他 倶 利 不 唐 捐 」Tattv縒th紵I p.241a.

8)///[qa]p� knzad己i kis ig tutdur叩///9)///[tuY]maz-qan oq�r�riir atf yay�∀ul:10)///

ken tutm�一�

 「門 を 守 る 人 を(差 わ し て,父 王 を)取 っ て ・ ・[生 ま れ]な い う ち に 則 ち そ の 名

は敵の子 であ る.・ ・當 に取ったのを」

爾 時阿 閣世 王即便差 守 門人取父王閉在牢獄 自立爲 王 治化 人民時諸 群庶各相謂 言此

子未 生則是 怨家之 子因 以爲名 阿闍世王爾時提婆 達兜 見阿 闍世王檢 父王 已復興 此念

吾 要営取沙 門瞿曇害 之 …  (p.803b11.8-13)

10)金 毘 ○ ○ﾘpili y臾

 「金 比 羅 鬼 」

是 時 山 神 金 比 羅 鬼 恒 住 彼 山 …  (p.803b11.15・16)

kimp孟li<<Skt.kumbhlra「 金 比 羅 」.

11)/// [ya]ngay k血  舖�d�  {khn uriuq-ta toy血-qa} yr藍(i)∀ yrl(1)qﾘ� 惜 as廿  12)

[-kanda6i]

「象 を醉 わ しめて,ど の種 にある比 丘に も告令 した.惜 しむ[も のは]1
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爾 時 阿 闍世 王 皀卩以 醇 酒 飮 象 使 醉 告 令 國 中 人 民 日其 欲 自安 措 己命 者 明 日勿 復城 中 行

來 … (p.803b11.26―29)

kim urluq―ta to�in―qa「 ど の 種 に あ る比 丘 に も」 は 行 間 に挿 入 され た も の で,漢 文

の 「國 中人 民 」 に 当 た る も の と考 え られ る.asirk㎞d猶 は漢 文 の 「惜 」 に 当 た る

 azlanmaqs�舖irk舅m臾sizin「 無 有 愛 惜 」(庄 垣 内1982 p.207)。

12)/〃[i]～1血m剖k肱 一a:yangaq kﾘ舖�t�〃/

 「飮 ま せ る こ と に よ っ て 象 を 醉 わ し め,」

 何 以 故 阿 闍 世 王 飮 象 使 醉 欲 害 如 來 …  (p.803c11.4―5)

13)///舂g臈m臾i[n][mlm]gaqa:yanga-n�g///14)///[boba]ys皿tuWali臈g�ron―ta tep

 「之 に 害 す る こ と を(得 る こ と を 欲 す.)象 が ・ ・善 處 に 生 ま れ 得 る で あ ろ う,

と.」

瞋恚熾盛 奔趣 如來欲得 害 之然佛 見象來部説斯偈 象莫 害於龍 龍 象 出現難 不 以

害龍 故 得生於 善處 …  (p―803c11.7―ll)

14)不 自 ○

 爾 時 彼 象 皀卩以 悔 過 心 不 自寧 …  (p.803c1.13)

15)///bold�麝ar

 bold�-lar「 彼 ら は ・ ・とな る(～ で あ る)」 が 漢文 の ど こ に 当 た る の か は 難 しい.

 た だ,次 の 「我 今 觀 察 」 ま で に 三 人 称 複 数 の主 語 が 表 現 され て い る の は 「能 使 外

 道 異 學 皆 悉 靡 伏 何 況 畜 生 之 類 」(p.ﾓC'CLL.1nL i)の 文 の み で あ る.

15)我 今 ○ ○ﾘamt��s舐 at�t l 6)[―sar]////��di舐g艙 tep

 「我 れ が 今(阿 闍 世 王 を)觀 察 す る[な ら,]・ ・悔 い た で あ ろ う,と.」

 我 今 觀 察 阿 闊 世 王 意 欲 愛 悔 …  (p-803c1.22)

16)極 爲 ○ ○ artuq(ra)qsa甑17)[m登n gaday bolur]///漉nz bolur:seziniir mn kenint�18)

///[man]mg bar qayu sa6a mi洫 廿m gadayﾘﾘt�19)[驚 廿z bolup]〃/[ay㎏]―lar birl臙irg舐�

birikip q�t�g

「極 め て[過 差 とな る.]・ ・易 しい .我 は 疑 う,後 に ・ ・我 に何 の 過 差 が 有 る か?

今[易 し くて]・ ・[惡]と 共 に井 せ て(不 善 の 本 を)汝 は 造 っ た.」

汝 今 所 造 極 爲 過 差 今 悔 猶 易恐 後將 難 時 提 婆 達 兜 聞 此 語 已倍 復 瞋 恚 尋 報 之 日禿 婢 有

何 過 差 今 易 後 難 耶 法 施 此 比 丘 尼 報 日汝 今 與 悪 共 井 造 衆 不 善 之 本 …

(p.803c11.24-28)

sa蕊mUn gaday「 偏 っ た 過 失Jﾘ「 過 差 」(違 って い て 合 わ な い こ と). sezin� mn

「我 は疑 う」 は 漢 文 の 「恐 」(恐 ら く)に 対 応 して い る.

19)熾 火020)///�一臑lxant-fY以 興 ○O iikliﾘ臾im�一臾�g�121)///[01 t]6z―in嶺

tUtSar:t臠血lig疵m艘 mant-lar�―�

「以 て 眞 人 を(害 し,)・ ・意 を興 す こ とで,・ ・[其 の]義 理 と して 執 っ て も應 じ
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な い.羅 漢 を 以 て,」

爾 時 提 婆 達 兜 熾 火洞 然 即以 手 打 比 丘 尼 殺 爾 時 提 婆 達 兜 以 害 眞 人 往 至 已房 告 諸 弟 子

汝 等 當 知 我 今 以 興 意 向沙 門瞿 曇 然 其 義 理 不 應 以 羅 漢 復 興 惡 意 還 向 羅 漢 …

(pp.803c1.29-804x1.4)

iiklit一は 「増 大 す る 」 の 意 味 を も っ て い る が,こ こで は 漢 文 の 「興 」 に 対 応 して

い る.平 行 例 は 他 に も あ る:cf y㎞6血 圃d血g k6ng田inga yilayusin嶺Ukhd-ip sav�

s�l舂is ol「 爲 順 世 情 仮 興 言 説 」Tattv縒th紵I p.387b.

22)〃[毒 塗]指 爪 ○a}｡ut�i� on舅gr臾-i-nieg t�graq 23)[一�¥n�g]///yp

 「毒 を 十 指 の 爪 の(甲 に)塗 っ て,」

爾 時 提 婆 達 兜 以 毒 塗 十 指 爪 甲語 諸 弟 子 …  (p.804a11.7-8)

舅gr臾<舐ng臾「 指 」 t�graq<t�ngaq「 爪 」

23)巳 欲 ○ ○uYrayu k訓ip tagi tUkad血o弖

 「正 に 來 至 し終 え る.其 の(悔 過 を)」

今 此 提 婆 達 兜 已欲 來 至 求 其 悔過 …  (p―804x11.13―14)

u∀rayuはuyra一 に 副 動 詞 語 尾 の つ い た もの で,次 行 にみ られ る よ うに 「正 に」 を

表 す.一 方UYra一 は 一}(稷l/-g�1�ﾌつ い た動 詞 と結 合 し て 「・ ・を 欲 す る」 の 意 味 を

もっ の で,漢 文 の 「求 」 を 表 す 動 詞(e.x.ist艨¥g舁i)と 結 合 して 「・ ・を欲 し て 」 と

訳 す べ きか も しれ な い が,そ の場 合 に副 動 詞 形 が 立 つ の も不 自然 で あ る:

cf. Tattv縒th紵I  p.379a.

24)///正 欲 四文uyrayu tap�olup ada∀1∬uq 25)[namo bud y��ﾘn tep]小 〃[bolup]birl�

ada∀ali namo y��ﾘn tep

 「正 し く[南 無 佛]と 稱 え る こ と を 欲 し て,・ ・ と も に 南 無 と 稱 え[得 て,]」

便 發 悔 心 於 如 來 所 正 欲 稱 南 無 佛 然 不 究 竟 這 得 稱 南 無 …  (p.804x11.20-21)

tap�ol-「 欲 す る1:c£bir� tap�ol―sar 6inY aru tingl町uluq tagimlig舐m艘舂g舅g舁i

 s��y a1�u欲 審聴 者 遮 其 苦 逼 」Tattv縒th紵I p.342a. bitl艪ﾍ 漢 文 の 「這 」(「適 」(宋

元 明 本))の 位 置 に あ る が,意 味 は ― 致 しな い.

25)不 爲026)///

 提 婆 達 兜 不 爲滅 盡 至 究 竟 處 …  (p.804a1.24)

26)[如 人]○ ○qa1ロkil i-1疵 knt�6z-1舐i g�1'sar・lar 27)[qilih醐]///[k��-1舐 ad�tla]yur-lar

t�-in臈g�i ars註r t臠in�臈g�28)[t弧 蓉in]///[yert血 ～1{レda]ki kiSi―lar g�sar一豆ar ay� qilin～三ly :�1

29)匚 一並p]///[g�sar-lar臈g�g�1�G�舩'� t臠s�diik-t舩臠in� tngrid舂 30)/Z/tart��1�:㎞ 岱

�-ibold�irg舁i tamu 31)[-qa]////[s舅 amt�臂g�1� ering�� sn tep

 「ち ょ う ど 人 自 ら が[行 を]造 る な ら,(還 っ て 自 ら)本 を[觀 察]す る.善 は 善 の

[報 を]受 け る.・ ・[世 の]人 が 惡 行 を爲 す な ら,死[ん で]・ ・[善]行 を[爲 す な

ら,]身 を 轉 じた と き に 天 の(祿 を 受 け るで あ ろ う.)・ ・(惡 行 を)招 い て,自
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ら地獄[へ]入 る こ と とな っ た 。[汝 は 今]如 何 に悲 しむ の か 」

如 人 自造 行 還 自觀 察 本 善 者 受 善 報 惡 者 受其 殃 世 人 爲 惡 行 死 受 地 獄 苦

設 復 爲 善 行 轉 身 受 天 祿 彼 自招 惡 行  自 致 入 地 獄 此 非 佛 怨 苦 汝 今 何 爲 悲

・    (p .804b11.1-6)

「觀 察 」 に は こ の テ キ ス トで はk�-ad�tla― が 用 い られ て い るが ,「 觀 察 」 はqolula-

ad�tla一 に よ っ て も表 現 され る:庄 垣 内(1985)p92. e血g勢Urくer『 悲 しむ 」

-in(reflexive)-g�(dev .v.?)―yUr(aorist)?こ の 単 語 はering��(<er-in(reflex孟ve)―g血(causaUve)

-iir(ﾘrist))と も 読 め るが,―inに 後 接 す る使 役 接 尾 辞 はふ つ う一t�を 用 い る:c£1 ―33.

あ る い はering�r�と よむ べ き か も しれ な い.

31)故 致 ○ ○an� bold�

 「そ れ 故 」

 由 其 造 五 逆 惡 故 致 斯 報 …  (p―804b11.8―9)

32)///bay� uyu5一� t�-in ym蔕k y舅�33)///[q]�1d�(?)alqu S aki{u測-1"冒 ―1贈:血t�iip

34)///wyang�一�:bu y�舐�t'�一� tuda

 「(名 號)姓 族 を,・9亦 復 ・ ・諸 々 の 釋 迦 種 を(辱 か し め て,)毀 ち て,・ ・様

子 にお い て こ の 現 身 の ま ま,」

由其 提 婆 達 兜 不 惜 名 號 姓 族 故 亦 復 不 爲 父 母 尊 長 辱 諸 釋 種 毀 我 等 門戸 然 提 婆 達 兜 現

身 入 地 獄 誠 非 其 宜(p.804b11.11―14)

ir「 毀 つJ―in(reflexive)―犱r(causative)―�(conve而). 廿一が 漢 語 の 「毀 」 に 当 た る例

は他 に も あ る:cf uzadi t孟ltaki qil嫡 髄za ir―舐 m�艨¥yiir臺ti「 嘗 以 語 業 毀 罵 」Tattv縒th�

II P.269a.

3.第2節 で再構 され た ウイ グル文 「増 一阿含経」テ キス トの構 成法や ウイ グル文

の特徴 は,こ れ まで に提 出 され た 「阿含経jテ キス トの もの と大 き くは変 わ らな い.

しか し,漢 文 と対照 で きた語彙 は,そ の形 式 と内容 とにおいて ウイ グル 仏教術 語 と

して確 定で き るもので あ り,今 後 の ウイ グル語仏教文献 の研究 に利 用 で きる もので

ある.

略号

DTS=Dpevnejurkskij slovar'

EDPT=Clauson(1972)

中村=中 村(tggt)

荻 原=荻 原(1986)

Suv=Radloff/Malov(1913-1917)

Tattv縒th�1ﾘ庄 垣 内(1991)

Tattv縒th紵I=庄 垣 内(1993)

UWb=R�rbom(1977-1998)
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Uighur  Ekottara-agama fragments preserved at St. Petersburg

Masahiro Shogaito

  The Uighur Agama texts include the translations of the so-called El IST,I a (Four Agamas) 

and the translations of VJ ak Ii7a (the Minor Chinese Version of the Samyukta-agama) . 

   At the St. Petersburg Branch of the Institute of Oriental Studies (Russian Academy of

Sciences) we found 16 leaves of the Uighur Agama fragments, 3 of which we have already 

discussed in another article. In this paper, another 9 leaves that belong to l — I3-PT a 

(Ekottara-agama) are examined.

  All the Uighur translations of Agama known to us today, with a few exceptions, present the 

same two characteristics in their method of translation of original texts. First, they are 

word-for-word translations of extracts from the Chinese version of Agama. Secondly, at the 

beginning of every translation they cite some Chinese characters written at the beginning of the 

extracted original Chinese text which, consequently, indicate where the portions were extracted 

from. From these two characteristics we can easily identify the Chinese passages which these 

Uighur passages correspond to.

   In this paper, we present a transliteration, transcription, Japanese translation and commentary 

on the text in the 9 leaves, which refer to the corresponding Chinese originals.
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